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日本光学工業協会


令和２年度前期技能検定実施説明会開催

令和２年３月２日（月）、千代田区飯田橋、東京仕事センター地下講堂において、東京都職業能力開発協会主催の「令和２年度前期技能検定実施説明会」開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症対策のため、中止されました。
東京都においては、令和２年度前期技能検定として1級・２級で４２職種７１作業、単一等級で４職種４作業、３級で１６職種２１作業が行われます。

当協会が、協力団体として担当している「光学機器製造職種―光学ガラス研磨作業」の実施予定日程は以下の通りです。

令和　２年　４月　６日（月）　：　受検申請受付開始

令和　２年　４月１７日（金）　：　受検申請受付締切り

令和　２年　４月３０日（木）　：　技能検定員・補佐員推薦依頼

令和　２年　６月　１日（月）　：　実技試験問題公表

令和　２年　６月　１日（月）　:　首席検定委員・事務局会議及水準調整会議

令和　２年　６月　８日(月)～９月１３日（日）　：　実技試験

　　　　　　　　　　　　　　　　（実技試験の会場は、実技試験受検票に記載する場所）

令和　２年　９月　６日(日)　：　学科試験





（学科試験の会場は、学科試験受検票に記載する場所）
令和　２年　１０月２日(金)　：　合格発表

上記のとおり、「光学ガラス研磨作業」の水準調整会議は、「首席検定委員・事務局会議」と同一日の午後に予定しています。場所は、港区芝公園３－５－８の機械振興会館会議室です。
技能検定員会及び事後の器材点検実施

令和２年３月６日(金)、港区芝公園の機械振興会館会議室において、平成３１年度後期技能検定「光学機器組立て作業」の技能検定員会及び実技試験で使用された器材点検を行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染症対策のため延期されました。新日程は、未定です。
JIS原案作成委員会

令和２年３月１７日(火)、港区芝公園の機械振興会館会議室において、JIS原案作成委員会（JIS　B００９０；光学素子及びシステム用の製図手法－第6部：偏心公差、第7部：表面欠陥、第9部：表面処理及びコーテイング、第１１部：公差表示のないデータ）行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染症対策（のため書面審議を行うこととしました。新日程は、未定です。
新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた職場における対応について（要請）
（基安発０３２４第一号　令和２年３月２４日）
　令和２年３月２４日付で、厚生労働省労働基準局安全衛生部長より、当協会会長宛に「新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた職場における対応について」（基安発０３２４第一号　令和２年３月２４日）の実施についての要請に関する文書を受領いたしました。(以下抜粋)
　新型コロナウイルス感染症につきましては、政府として、去る３月１０日に緊急対応策の第二弾を取りまとめ、感染拡大の防止に全力を挙げるとともに、労働者の雇用維持と事業者の方々の事業継続を最優先に取り組んでおります。
　また、３月１７日には、厚生労働大臣より、感染拡大の防止のため、企業に対し、体調が悪い労働者が休みやすい環境を整備いただくよう、改めて呼びかけたところです。さらに、３月１９日には、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の提言が取りまとめられ、この中で、事業者の皆様へのお願いとして、労働者が発熱などの風症状がみられる際に、休みやすい環境を整備する等の留意事項が示されました。一方で、コールセンターにおける患者クラスター（集団）の発生といった職場における感染拡大事例も生じているところです。
　つきましては、貴団体におかれましても、傘下団体・企業に対し、下記の対策に適切に取り組んでいただくことについて、改めて要請いただきますようお願いします。
１．職場における手洗い、咳エチケット等の徹底について
　職場において、トイレ等に石けんによる手洗いの実施について掲示を行う等、咳エチケットや手洗い等の実施を心がけること。
　入手可能な場合には、感染防止に有効とされている手指消毒用アルコールを職場に備え付けてしようすること。
また、労働者が共有して扱うもの（例：電話、パソコン等）の適正な管理又は消毒の徹底を行うこと。
· 咳エチケットとは、感染症を他人に感染させないために、咳・くしゃみをする際に、マスクやティッシュ・ハンカチ、これらがない場合には、袖を使って口や鼻を押さえること。

２．職場に換気の実施について（クラスター（集団）感染発生リスクの回避）
　風通しの悪い空間や人が至近距離で会話する環境は感染リスクが高いことから、その規模の大小にかかわらず、風通しの悪い空間をなるべく作らない等の工夫をすること。
　また、対面で人と人の距離が近い接触、具体的にはお互いに手を伸ばしたら届くおよそ２ｍ以内での会話当の接触が、一定時間以上、多くの人々との間で交わされる環境は感染リスクが高いとされていることにも配慮すること。
３．感染拡大の防止につながる労務管理について
　感染拡大の防止のためには、発熱等の風症状がみられる労働者が出勤・外出を控えることが重要であり、こうした労働者が出勤することを要しない環境を的確に整備すること。
　また、労働者に風の症状や37.5°C以上の発熱が４日以上続いている場合（解熱剤を飲み続けなければならないときを含む。高齢者や基礎疾患等のある場合は２日程度続く場合。）、強いだるさや息苦しさがある場合には、「帰国者・接触者相談センター」に相談を行うよう勧奨すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症対専門家会議
「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（２０２０年３月１９日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～（抄）～

Ⅲ．提言等
２．市民と事業者の皆様へ
（９）事業者の皆様へのお願い
　　以下の事項に留意して、多様な働き方で働く方も含めて、従業員の感染予防に努めてください。
・労働者が発熱などの風邪症状がみられる際に、休みやすい環境の整備
・テレワークや時差通勤の活用
・お子さんの学校が学級閉鎖になった際に、保護者である労働者が休みやすいように配慮
・感染防止拡大の観点から、イベント開催の必要性を改めて検討
・集団感染（クラスター）リスクの高い状況の回避のための取組に準じて、従業員の集団感染の予防にも十分留意してください。
・海外出張で帰国した場合には、２週間は職員の健康状態を確認し、体調に変化があった場合には、受診の目安を参考に適切な対応をとるよう職員への周知徹底をしてください。

令和３年３月新規中学校・高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日等並びに文書募集開始時期等について（通知）
元文科初第１５２１号

職発０２１９第１２号

開発０２１９第２０号
令和２年２月１９日付で、文部科学省初等中等教育局長、厚生労働省職業安定局長、厚生労働省人材開発統括官より当協会会長宛に、令和３年３月新規中学校・高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日等並びに文書募集開始時期等関して以下の通知が送付されてきました。（以下抜粋）
　新規中学校及び高等学校卒業者に対する早期選考の防止については、貴団体を始め各経営者団体のご協力により、令和元年度においても適切な取り扱いが図られました。文部科学省及び厚生労働省においては、今後も、学校教育を充実し、就職希望者の適正かつ主体的な職業選択を確保するとともに、求人秩序の確立を図るため、令和２年度においても選考開始期日等の完全順守をお願いする次第であります。
関連工業会情報

『「波動としての光」入門』技術講座

開催日
：２０２０年５月２８日（木）

時間
：１０：００～１６：３０
会場
：機械振興会館　別館４階


東京都港区芝公園３－５－２２

　
電話　０３－３４３４－９３２１
主催
：一般社団法人　日本オプトメカトロニクス協会

定員
：２４名
『図解・光散乱とその計測への応用』入門技術講座

開催日
：２０２０年６月３０日（火）

時間
：９：３０～１７：００

会場
：機械振興会館　別館４階


東京都港区芝公園３－５－２２

　
電話　０３－３４３４－９３２１
主催
：一般社団法人　日本オプトメカトロニクス協会

定員
：２４名
令和２年１月生産・出荷統計
	
	生　　産
	受　入
	出　　荷
	月末在庫

	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	販　売
	その他
	数　量

	
	
	
	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	

	デジタル
カメラ
	141,786
(0.86)
	7,471
(0.88)
	225,812
(0.88)
	146,763
(0.83)
	8,189
(0.89)
	225,834
(0.95)
	113,570
(0.41)

	フィルム

カメラ
	6,367
(0.95)
	6,770
(1.05)
	3,887
(0.65)
	6,996
(1.05)
	7,609
(1.13)
	5,405
(0.99)
	9,064
(0.86)

	交換レンズ


	156,172
(0.90)
	8,512
(0.85)
	101,894
(0.60)
	208,585
(0.81)
	9,536
(0.78)
	22,402
(0.60)
	652,769
(1.07)

	光学・精密

測定機
	16,661
(0.64)
	5,310
 (0.83)
	-
	20,750
(0.77)
	5,083
(0.82)
	-
	32,513
(0.98)

	光分析機器


	13,868
(1.00)
	21,683
(1.12)
	-
	13,880
(0.99)
	21,330
(1.11)
	-
	6,712
(0.85)

	測量機


	 3,617
(0.61)
	606
(0.73)
	-
	7,390
(0.77)
	1,128
(0.91)
	-
	14,274
(1.04)

	合　計


	  -    


	50,352
(0.98)
	-
	-

	52,875
(0.96)
	-
	-



(　　　)内は、前年度比

注1） 「受入」:調査期間中に工場または倉庫に次の事由により受入れられた製品の数量

（1） 他企業から購入したもの(輸入を含む)

（2） 同一企業内の他工場から受入れたもの

（3） 委託生産品及び委託加工品を委託先の工場から受入れたもの

（4） 返品(戻入れ)されたもの　

　注２）　平成２５年１月より「写真用品」「双眼鏡」「顕微鏡」は経済産業省データ削除により掲載不可
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